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記号性批判

矛盾する建築

「建築の多様性と対立性」

R・ヴェンチューリ

記号性批判によって、こぼれ落ちた多様性と対立性の建築

異なる要素の重ね合わせ

×

「cc」への記号性批判からこぼれ落ちた重ね合わせの可能性～矛盾する建築のイメージ抽出～

矛盾する建築と「建築の多様性と対立性」

「CC」への批判。そして、その批判によってこぼれ落ちたもの

矛盾する建築

CCの重ね合わせの考え方を基に、「記号的でない重ね合わせの空間」としてどのような空間が考え得るか。矛盾する建築の空間イメージの抽出を行った。さらに、抽出された空間イメージ群を分類することから、矛盾する建築のアーキタイプを見つけることを試みた。

矛盾する建築を作りたい。そもそも人は矛盾している。矛盾したことを感じるし、矛盾した欲求を持つこともある。

そういう風に人のことを考えてみた時、もし建築が人のためにあるのだとしたら、建築は矛盾して然るべきだろう。

広い空間も良いけれど、小さい空間も良いと感じたりする。高い空間も良いけれど、低い空間も良いと思うこともある。

矛盾した空間をどのように作ることができるだろうか。。

矛盾する空間を作りたいと言った時、そういった議論は過去にもされている。そういった議論の中で

最も有名かつ重要な議論の１つにロバート・ヴェンチューリの「建築の多様性と対立性（以下、cc）」が

あげられる。近代建築批判として書かれたこの本は、近代建築の純粋主義を批判し、建築に多様性と対

立性を含んで行くことを主張した。この本の中で、ロバート・ヴェンチューリは、建築が多様性と対立性

を含んだ結果、それは「重ね合わせ」の現象として表れると主張した。もし、多様性と対立性を含んだ結

果、建築に重ね合わせの現象が表れるのだとするのなら、逆に「重ね合わせ」を手法として用いることで、

矛盾を含んだ建築の姿を描くことができるのではないだろうか。

さて、ロバート・ベンチューリの議論は、世界中の建築家達に影響を与え、その議論を元に数多くの建築

が作られた。しかし、そうした建築のほとんどは記号的、解釈学的な意味での建築の多様性と対立性であ

った。そして、その記号性偏重への批判から８０年代後半にはベンチューリの議論に基づく建築はとりあ

えず「終わった」とされた。しかし、それで本当に良いのだろうか。

実際、「CC」には、記号的でない多様性と対立性への議論が含まれている。記号性偏重への批判と共にそ

ういった議論までもないものとしてしまってよいのだろうか。

そこで、本修士設計では、「cc」への記号性批判からこぼれ落ちた「重ね合わせ」の空間の可能性を拾い上げ、

その延長線上に「矛盾する建築」を構想することを試みる。

近い／遠い
type: 心象

パースのかかった空間。見え方の距離としては遠 kる、歩いてみると

意外と近い。認知と現実がずれることで、２つの距離が重ね合わさる。

近い

遠い

開く／閉じる
type: 変化

風車のような空間。有る方向から見ると開き、またある方向から見ると閉じる。

立ち位置を変えると見え方が変わり、そこに開くと閉じるの重ね合わせが生ま

れた。

閉じる

開く

開く／閉じる
type: 変化

引き戸を閉じるともう片方が開いてしまう。グニャグニャとプランの形が

変わっていく。空間を変化させることで、開くと閉じるが重ね合わさる。

二部屋 一部屋

実平面図 虚平面図

１つ／２つ
type: 心象

微妙に歪んだ空間。実際には二部屋だけれど、見え方としては一部屋。

認知による空間（虚空間）と現実にある二部屋が重ね合わさる。

夏／冬
type: 並置

ガラスの壁を二重にし、壁と壁の隙間を温室とする。

外はガラスの隙間は夏。夏と冬が並べて置かれたことで、夏なのか冬なのか

分からない重ね合わせの空間が生まれる。

冬夏

風景

私

私／風景
type: 変化

鏡面仕上げの鉄板に無数の小さな穴をあけた空間。

光の微妙な変化や自分の立ち位置、目のピントのあわせ方で、周りの風景が

映り込んだり、自分が映り込んだりする。空間が変化することで、そこに

映り込む私と風景の重ね合わせが生まれる。

連続／分節
type: 並置

頭上の壁が領域を分節していながらも、下では領域が連続して一体となって

いる。分節された空間と、連続した空間が並べて置かれたことで、分節され

ているのか、連続しているのか分からない重ね合わせの空間が生まれている。

連続

分節

高い／低い
type: 並置

凸凹の天井。天井の高い空間と低い空間が並べて置かれたことで、

天井が高くもあり、低くもある重ね合わせが生まれている。

高い

低い

開く／閉じる
type: 並置

グリッドと 45°振ったグリッドの文字通り重ね合わせた。

グリッドは四角い閉じた空間を作り、45°振ったグリッドは開放感の

ある抜けを作る。

閉じる

開く

上下／左右
type: 心象

吹き抜けを見上げて、階段を上ると行くはずの真上の空間には行かずに、

行くはずのない斜めの上の空間にワープする。頭の中できる空間の繋がりと

実際の空間の繋がりが頭の中で重なり合う。
圧縮／開放
type: 並置

上下方向には圧迫されて、水平方向には開放されている。

開放

圧縮

一体／分節
type: 並置

窓を見ると向こう側は別の空間としてある。けれども、下では一体の空間と

なっている。
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いらだち

かなしみよろこびかなしみよろこびよろこび

やすらぎいらだちやすらぎいらだちいらだち

続けたいやめたい続けたいやめたい続けたい続けたい

楽しい退屈楽しい退屈楽しい楽しい
新しいのがいい古いのがいい新しいのがいい古いのがいい新しいのがいい新しいのがいい

間違い正しい間違い正しい間違い間違い

嫌い好き嫌い好き嫌い嫌い
じっとしていたい

開きたい閉じたい開きたい閉じたい開きたい開きたい
近いのが良い遠いのが良い近いのが良い遠いのが良い近いのが良い近いのが良い

狭いのが良い広いのが良い狭いのが良い広いのが良い狭いのが良い狭いのが良い

話しかけられたくない話しかけられたい話しかけられたくない話しかけられたい話しかけられたくない話しかけられたくない

歩きつづけたいじっとしていたい歩きつづけたいじっとしていたいじっとしていたい

空間イメージ群の分類の結果、矛盾する建築のアーキタイプとして「並置型」「変化型」「心象型」の３タイプが見つかった。

　「並置型」：異なる空間の質を同時に感じさせることで、空間の質を重ね合わせるタイプ。    「変化型」；空間を観測する位置や空間を構成するモノが変化すること、あるいは環境の微妙な変化を拡張することで同じ空間内に異なる空間の質を重ね合わせるタイプ。   「心象型」：人の認知を実際の空間とずらすことで、頭の中の空間の質と現実の空間の質を重ね合わさるタイプ。

これらの重ね合わせ方を対立的／対比的な空間の質で行うことで、矛盾する空間が生まれる。



a-a’ section 1:100 d-d’ section 1:100 west elevation 1:100 north elevation 1:100

一階と二階と地階

フラットな床は１つの質しか持たない。 グニャッと曲げてから開口を開けると

３つのが生まれる。

一階と二階と地階

例えば、一階と二階と地階があった時、一番魅力的なのはどこか？

例えば、ダイニングだったらどこにあるのが良いのか？

一階の庭と連続したダイニングがいいのだろうか？庭と一体に使えるダイニング？

それとも、二階の眺望の良いダイニングがいいのだろうか？

あるいは、半地下の落ち着いたダイニングが良いのか？

同じことをリビングでは？寝室では？一階、二階、地階。どれも、捨て難い。

そこで、ここでは前述のアーキタイプの中から「合成型」を用いて、一階／二階／地階

を重ね合わせた住宅の設計を行なう。１つの空間の中で一階、二階、地階が混ざり合い

矛盾した空間を作る。

一階／二階／地階の重ね合わせ方（合成型）
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2F を感じる

地階から二階を見下ろす

1F を感じる
BF を感じる

一階、二階、地階の質の

あるダイニング



開放と閉鎖

例えば、建築は空間を開いた方がいいのか、それとも閉じていた方がいいのか？

例えば、住宅は開いていた方がいいのか、それとも閉じていた方がいいのか？

開いた開放的な空間で、外部環境を建築の中に取り入れた入れた方がいいのか、

それとも閉じた空間を作り、落ち着いた空間を作るべきなのか？

開いた空間には開いた空間の良さがあるし、閉じた空間には閉じた空間の良さがある。

どちらも捨て難い。そこで、ここでは前述のアーキタイプの中から「変化型」を用い

て、開放と閉鎖を重ね合わせ住宅の設計を行なう。開放的で閉鎖的な住宅。

開放／閉鎖の重ね合わせ方（変化型）

閉じた壁

閉じる

単純な開口。

開いていることと

閉じていることが

きっぱり分かれている。

開口を斜めに空ける。

見る場所や見る方向によって、

開くと閉じるがめまぐるしく

「変化」する。

開いているとも、閉じている

とも言える空間。

開く

やや開いた壁閉じた壁 開いた壁

south elevation 1:100

b-b’’ section 1:200

閉じる
開く

閉じる

開く

south elevation 1:200

a-a’ section 1:200

2F plan 1:200
1F plan 1:200

a

a’

b

b’

N

背の高い木と花

明るい庭

鬱蒼とした庭

開く
閉じる

庭に対して開いても、

浴室に対しては閉じている。

見る位置、方向によって異なる庭の

質を享受する。

隣家からは見えず、中からは外の

見えるトイレ

通りからはベッドが見えず、

ベッドからは通りが見える。

庭に対して開いた浴室。

けれども、他の部屋からは

見えない。
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内
内

内

内 内

内

外
外内外内

外内外内

外内外内

外内外内
外

外
外

外

内部と外部

例えば、内部と外部はどちらが魅力的か？
内部の守られた環境、外部の空気の気持ち良さ。
どちらも忘れたくない。
そこで、ここでは前述のアーキタイプの中から「心象型」を用いて、
内部と外部を重ね合わせ、住宅の設計を行なう。
階段を上り下りするたびに、内部と外部の囲い囲われが反転する。
頭の中で自分が今、内部にいるのか外部にいるのか分からなくなる。
頭の中で内部と外部が重なり合う。
内部と外部、そんなことから解放された自由な生活。

一般的な上下階の関係

階段を壁を少しずらすことで、囲い囲われる空間が反転する。
頭の中で、どっちにいるのか分かりにくくなる。

1F 2F

1F 2F

内部と外部の重ね合わせ方（心象型）

south elevation 1:100east elevation 1:100b-b’ section 1:100

1F plan 1:100

a a’

b

b’

2F plan 1:100 3F plan 1:100

N

内

内 内

内

外

外

外
外

外

頭の中で、内と外
が重なり合う




